
白州地域は都心から車や電車で2時間の距離に位置し、豊富な自然資源に加え南アルプスを中心とした観光

資源が整っている。また、北杜市は、子育て支援環境が整っており、移住したい街ランキングナンバー１の地
域である。この特長を最大限に活かすことで農泊推進を行い、さらには参加者の健康増進にも繋げる事で長
期的には永住者の増加を目指す。

白州地域農泊推進協議会 〔山梨県北杜市白州町及び高根町〕
やまなしけんほ く と しは く し ゅ うまちおよびたかねちょ う

【実施体制】北杜市白州町及び高根町

【採 択 年 度】
令和３年度

【事業実施期間】
令和３～４年度

【取組内容】

【特徴的な取組】
◯地元無農薬のヨモギと尾白の塩を組合せたヨモギ塩パック
開発とヨモギサウナ体験メニュー作り（専門研究機関と連携）

◯地元農産物と地元の各銘酒（日本酒、ワイン、ウィスキー）を
組み合わせ、都会から移住した若手シェフ10名が最高の料
理メニュー開発を目指し参画

中心的な役割
を担う団体

宿泊 食事 体験 食・観光

白州地域農泊推進協議会
（事業実施主体）

・(株)アルプス
・山梨銘醸(株)
・農事組合法人
白州鳥原平組合

・ヴィラテック
ハウス花白州

・(株)アルプス
・山梨ICT
・白州鳥原平組合

・ビューファーム
鳥原平管理組合

・竹宇地区農産物
生産組合

・(株)アルプス
・山梨ICT

・山梨銘醸(株)
・白州鳥原平組
合

・(株)アルプス
・ヴィラテック
ハウス花白州

・

・株式会社アルプス

白州・尾白の森名水公園
「べるが」((株)アルプス)

ぐーももファーム((特非)山梨
ICT＆ｺﾝﾀｸﾄ支援ｾﾝﾀｰ))

【農泊推進事業】
（１）農泊実施体制の連携強化及びレベルアップにより、イベント型からコン
テキスト型農泊へ転換（ワーケーション促進）
食・農・健康スポーツ・ブランディングの各分野の専門家による研修会を開
催し、具体的な指導を受け、コンテキスト型農泊の開発を推進

（２）レディメイド型観光からカスタムメイド型観光への転換
個々の地域資源を、面として織り込んだカスタムメイド型観光コースを検討

（３）町の特産物や地元食材を活用した参加型食コンテンツの充実
白州地域の特産品のブランド化、及び地域滞在者自身が食作りに参加し、
長期滞在しても飽きの来ない食コンテンツの開発

（４）プロモーションの検討
テレワーク時代の企業の福利厚生課題に対応したモデルツアーを法人向
けツアー会社と連携し企画実施

情報手段（SNS、クラウドファンディング等）の最大利活用の検討企画

【人材活用事業】
（１）研修生の農泊推進計画策定への参加及び計画推進

（２）研修生のイベント用食材収穫等農作業習得

無農薬ヨモギの収穫 山梨銘醸 七賢

インバウンド対応状況（青：対応）
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外国語
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外国語
案内表示

外国語
ネット予約


